
思い出の場所を存続させたい
株式会社エディソン
専務取締役営業本部長　高林　厚さん

つながりが生まれるきっかけに
株式会社ウェブレッジ
品質向上支援事業本部　森田　渉さん

廃校の活用事例 学校がオフィス？「面白そう」だけじゃない理由

旧大田小学校 旧鬼生田小学校

　４年前に、西田地区の学
校が統合されると知り、地
域の思い出の場所が無く
なって手つかずになったら
寂しいなという思いがあり
ました。一方で、新人の教
育研修を本社でするには狭
いとか、ここ数年震災や災
害などが続き、もし万が一
堤下町の本社ビルが被災し
た場合に、業務をどう継続
するかという課題もありま
した。そういう意味では、
小学校は耐震強度があるし、
スペースも十分。考え出す
と、いろいろな面でメリッ
トがあると感じ、オフィス
としての活用を決めました。
　我々は電気設備の施工な
どを行いますが、今年の４
月から、廃校をエディソン
サステナブルサイトとして

　私たちは、ＩＴサービス
の品質評価や実際に使いや
すいかなどの検証を行って
います。検証は、実際に使
われる場面を再現するので、
例えば、学校現場で使う製
品は、学校という環境で検
証することが重要です。さ
らに、学校は教室や体育館
などスペースも広いので、
大きくて大量のものでも検
証できるメリットがありま
す。
　９月には郡山市と協定を
締結し、学校教育のＤＸ推
進や課題解決について協奏
しています。例えば、市内
の小学校で子どもたちの表
情をデータで解析して、よ
り集中できる授業のあり方
を検討したり、ここでＶＲ

（仮想現実）などの最新技術

活用を始め、営業部と通信
事業部の社員８名が勤務し
ています。とても静かで集
中できるので、仕事がはか
どりますね。通信事業部は、
お客様の課題を既存の製品
でどのように解決するか提
案力が求められる部門。今
後は、廃校内に実際の設備
を用意して体験いただき、
フィードバックをもらうな
どの活用を考えています。
　来春を目途に、校内の設
備を整備し終えたら、地域
の皆さんにお披露目する予
定です。新型コロナの状況
次第ですが、学校時代の思
い出品を保管している「思
い出館」や校庭・体育館で、
地域の方や卒業生とのイベ
ントなどを開催していきた
いですね。

を体験してもらったり。学
校の疑似環境を活かして貢
献していきたいと考えてい
ます。
　当初は、コワーキングス
ペースや交流スペースとし
て開放する想定もありまし
たが、新型コロナの影響で
中断しています。それでも、
オフィスが学校というのは
インパクトがあるようで、
市内の企業から体育館や校
庭でドローンを使いたいと
か、図書室でワークショッ
プをしたいなど、問い合わ
せをいただきます。県外か
ら視察にいらっしゃる方も
多 い で す ね。 こ の 場 所 を
きっかけにつながりが生ま
れ て い る の で、 学 校 が オ
フィスであることの可能性
にとても期待しています。

担当者の声担当者の声

思い出品を保管している「思い出館」のイラストは社員が描いたもの実際の教室でⅤＲ（仮想現実）を使う想定をしながら検証を行う

給食で使っていた器具など、当時の
ものはそのまま残している

きれいなデスクや椅子が並ぶ教室。
本社とリモートで朝礼なども実施

図書室では市内事業者との意見交換
やワークショップなどを実施

教室内には、検証で使う電波遮断室
も置かれている
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少
子
化
の
影
響
で
、
２
０
０
２
年
か
ら
の
19
年
間

に
全
国
で
８
千
580
校
が
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。
平
均

す
る
と
毎
年
450
校
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
年
々
児
童
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
５
年
か
ら
の
25
年
間
で
、
市
内
の
小
学
生
は

実
に
８
千
600
人
ほ
ど
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
減
っ

て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
２
０
０
５
年
以
降
に
15
校
が
廃
校
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
で
は
９
校
の
廃
校
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
４
校
は
、
災
害
物
資

や
行
政
備
品
、
市
内
で
出
土
し
た
考
古
資
料
の
保
管

庫
と
し
て
使
用
し
た
り（
旧
河
内
小
学
校
夏
出
分
校
、

旧
福
良
小
学
校
、
旧
高
野
小
学
校
）、
執
務
室
を
移

転
し
、
研
修
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
拠
点
に
し
て
い
ま
す

（
旧
三
町
目
小
学
校
）。

　
一
方
で
、
廃
校
は
長
い
間
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き

た
場
所
な
の
で
、
市
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

や
活
性
化
、
産
業
振
興
な
ど
に
有
効
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
廃
校
の
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
事
業

者
の
方
々
が
使
い
勝
手
の
良
い
ス
ペ
ー
ス
や
、
既
存

施
設
の
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
に
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
市
に
と
っ
て
も
施
設
の
売
却

や
貸
付
に
よ
り
財
源
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
年
か
ら
活
用
を
始
め
た
事
業
者
を
含
め
、
現
在

で
は
、
５
校
の
廃
校
が
事
業
者
の
方
々
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
し
た
り
、
地
域

の
方
に
開
放
し
て
思
い
出
の
場
所
と
し
て
存
続
さ
せ

た
り
、
地
域
を
意
識
し
た
廃
校
の
活
用
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

未来を担う子どもたちを地域で支え合うシンボル的な場所、「学校」。
少子化に伴い、廃校となる学校が年々増えています。

学校として役目を終えた廃校は、今どのように使われているのでしょうか。
　　　　　　　　　　　     　　　　問公有資産マネジメント課☎924―2051 　　

企
業
が
関
心
を
寄
せ
る
廃
校
活
用

知ってる？廃校の今
特集１   「終わり」は「始まり」
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育
成
会
の
夏
祭
り
で
す
。

　「
育
成
会
の
担
当
者
か
ら
夏
祭
り
の
相
談

を
受
け
た
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
懸
念

し
、
飲
食
以
外
で
で
き
る
こ
と
は
力
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
本
当
は
そ
ば
打
ち
を

し
て
皆
と
一
緒
に
食
べ
た
か
っ
た
な
ぁ
」と

笑
っ
て
話
す
本
田
さ
ん
。
そ
の
笑
顔
を
見
て

い
る
と
、
自
分
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
夏
祭
り
は
、
エ
フ
コ
ム
社
員
の
知
り
合
い

の
サ
ン
ド
ア
ー
ト（
砂
を
使
っ
て
絵
を
描
く
）

の
講
師
に
お
願
い
し
、
学
校
の
裏
の
敷
地
の

砂
を
採
っ
て
、
初
め
て
の
サ
ン
ド
ア
ー
ト
を

体
験
。
体
育
館
で
の
射
的
な
ど
も
大
盛
況
で

大
人
も
子
ど
も
も
喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　
廃
校
が
オ
フ
ィ
ス
に
な
り
、
交
流
が
生
ま

れ
た
か
ら
こ
そ
開
催
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ド
リ
ー
ム
・
ラ
ボ
を

知
っ
た
上
伊
豆
島
小
学
校
の
卒
業
生
か
ら
、

自
分
も
一
緒
に
何
か
し
て
み
た
い
と
い
う
連

絡
も
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
廃
校
は
、
教
育
の
場
で
あ
る
学
校
と
し
て

は「
終
わ
り
」か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
た
な

地
域
交
流
の「
始
ま
り
」な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
一
年
の
終
わ
り
が
一
年
の
始
ま
り
と
し

て
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
。

交流会メンバー

発想力がすごい

心強いパートナーが来てくれた
　地域のためにとい
う姿勢で私たちの話
をいつも真摯に聞い
てくれているのであ
りがたいです。
　ＩＴの知識やノウ
ハウを活かした提案
もあるので、心強い
パートナーです。

　イベントの企画で
サバイバルゲームを
できないかと提案さ
れたり、地区対抗バ
レーボール大会の景
品をパソコンにして
はなど、一つ上をい
く発想が出てくるの
で会議が楽しいです。

上伊豆島部落会長
舟橋　壮介さん

熱海公民館
上伊豆島分館長
谷代　義典さん

「
終
わ
り
」は「
始
ま
り
」

廃校になっても、思い出が引き継がれ
地域と企業の交流が、新たな「にぎわい」を創り出す

身近な場所で「持続可能」な新しい形が始まっています
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　平成31年３月に廃校となった熱海町上伊豆島地
区の旧上伊豆島小学校。しかし、株式会社エフコ
ムが新たにオフィスとして開所したエフコム ド
リーム・ラボ上伊豆島では、事業者と地域住民が
有効な活用方法を話し合う中で、少しずつ地域に
変化が生まれています。

廃校を活用しながら
地域を一緒に考える

安
も
あ
っ
た
そ
う
。
た
だ
最
初
か
ら
決
め
て

い
た
の
は
、
今
ま
で
こ
の
地
域
が
大
切
に
し

て
き
た
こ
と
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
。

例
え
ば
そ
れ
は
、
学
校
に
新
た
に
掲
示
す
る

社
名
の
看
板
一
つ
に
し
て
も
、
地
域
の
景
観

を
損
ね
な
い
か
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
聞
く
。

一
つ
一
つ
確
認
し
て
話
し
合
う
姿
勢
が
、
地

元
住
民
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
ド
リ
ー
ム
・
ラ
ボ
の
玄
関
脇
に
置
い
て
あ

る
箱
に
は
、
回
覧
板
が
届
き
ま
す
。
町
内
会

の
加
入
世
帯
に
回
す
地
域
の
お
知
ら
せ
が
オ

　
２
年
前
、
廃
校
を
活
用
す
る
公
募
に
手
を

挙
げ
た
㈱
エ
フ
コ
ム
。「
人
が
学
び
・
働
き
・

遊
び
・
夢
を
形
に
す
る
場
」と
し
て
地
域
住

民
や
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
手

の
力
に
な
り
た
い
と
、
昨
年
３
月
に
選
定
さ

れ
、
今
年
４
月
に
エ
フ
コ
ム 

ド
リ
ー
ム
・

ラ
ボ
上
伊
豆
島
を
開
所
し
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
地
元
の
お
客
様
に
育
て
て
も

ら
っ
て
き
た
と
い
う
思
い
を
、
地
域
に
貢
献

す
る
形
で
返
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
」そ
う
語
る
犬
井
さ
ん
。
最
初
の
地
元

説
明
会
で
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
不

フ
ィ
ス
に
届
く
。
ド
リ
ー
ム
・
ラ
ボ
が
ま
る

で
一
つ
の
世
帯
の
よ
う
に
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
ま
す
。「
夏
に
は
草
刈
り
作
業
へ
の
参

加
依
頼
が
来
ま
す
し
、
広
報
こ
お
り
や
ま
も

毎
月
届
き
ま
す
よ
。
私
の
自
宅
と
同
じ
で

す
」と
笑
う
山
川
さ
ん
。

　　
開
所
以
降
、
定
期
的
に
交
流
会
を
開
催
し
、

ド
リ
ー
ム
・
ラ
ボ
の
活
用
方
法
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
話
し
合
い
か
ら
企
画

し
て
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
夏
に
行
わ
れ
た
下
伊
豆
島
地
区
の
子
ど
も

左から㈱エフコムの犬井賢一さん（人事総務部マネージャ、
ドリーム・ラボ事務局）、山川克広さん（取締役、事業支援本
部本部長）、本田昌志さん（執行役員、システム本部長）

ドリーム・ラボに住民から贈られたピアノの活用方法や地区対
抗バレーボール大会などの話し合いも行われています（交流会）

地
域
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を

大
切
に
す
る

回
覧
板
が
届
く
オ
フ
ィ
ス

交
流
会
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画

旧上伊豆島小学校
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